
25年度 最低賃金の目安 1,118円！

◆ 厚生労働省は30日、男性の育児休業取得率が

2024年度に40.5％になったと発表した。前年度を

10.４ポイント上回り、過去最高を更新した。企業に

よる意向確認や取得状況の公表などが義務付け

られたことが奏功した。大企業に比べ中小企業の

伸び悩みも見られた。

◆ 24年度の雇用均等等基本調査で、5人以上を雇

用する事業所を調べた。男性育休の取得率は22

年10月から23年9月の間に配偶者が出産した男

性の内、24年10月1日までに育休の取得または申

請した人の割合を指す。女性の育休取得率は

86.6％だった。

◆ 事業所の規模別に男性の取得率を見ると、500人

以上では前年度比19.6ポイント上昇の53.8％と大

きく伸びた。100～499人規模では前年度比24.2ポ

イント上昇の55.3％だった。

◆ 他方、30～99人規模の事業所は4.4ポイント上昇

の35.8％だった。5～29人規模では1.1ポイント低

下し、25.1％に止まった。100人以上の事業と開き

が出ている。

◆ 政府は男性の育休取得を促す施策を相次ぎ導

入してきた。22年4月には、本人や配偶者の妊

娠・出産を申し出た労働者に、育休制度の周知

や意向確認をするよう全ての企業に義務付けた。
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日本人の減少 過去最大90万人
外国人11％増、労働力依存

男性の育休、初の取得4割
昨年度、10ポイント増  中小は伸び悩み

◆ 総務省は6日、住民基本台帳に基づく人口を発

表した。1月1日時点の日本人は1億2065万３２２７

人で前年から９０万8574人減った。16年連続のマ

イナスで、前年比の減少幅は調査を始めた1968

年以来、最大となった。

◆ 日本人人口はピークだった2009年から642万2956

人減った。少子高齢化の進展により死亡数が出

生数を上回る「自然減」が拡大した。死亡者数は

159万9850人と過去最高で、出生者数の68万

7689人は最も少ない。外国人は11％増えて367

万７４６３人となり、初めて350万人を超えた。増加

幅も過去最大の35万４０８９人だった。

◆ 外国人を含む「総人口」は1億2433万690人だっ

た。外国人住民の総人口に占める割合は

2.96％。前年より0.3ポイント上昇した。都道府県

別で総人口が増えたのは東京、千葉の２都県の

みだった。外国人人口は前年同様、すべての都

道府県で増加した。≪中略≫

◆ 労働力は外国人頼みが鮮明となっている。働き

手となる15～64歳の生産年齢人口は総人口の

59.8％と前年からほぼ横ばいだった。日本人が50

万５９50人減った一方、外国人は32万１８23人増え

た。外国人は若年者が多く、生産年齢人口の割

合は85.6％に上る。≪後略≫
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◆2025年度の最低賃金を巡る議論が8月4日の会
議で決着した。背景には、「2020年代に1,500円」
との目標実現にこだわる政府の意向があったが、
厚労省の中央最低賃金審議会は経済データに
基づき「6.0％」を引上げ率の上限とした。

◆目安額の全国加重平均は、24年実績から63円引
き上げて、1,118円となった。目安通りに引上げが
実施されると、すべての都道府県で最低賃金は1,
000円を超える。

◆最低賃金は、企業が従業員に支払わなければな
らない最低限の賃金で、正社員やパート、派遣社
員などに関わらず、すべての労働者が対象になる
。厚労省の中央最低賃金審議会が、毎年夏に、
都道府県を3つのグループに分けて改定の目安
額を示す。その上で各都道府県ごとに改めて最
低賃金審議会を開き具体的な額を定める。

◆最低賃金に近い時給で働く人は700万人に上ると
見られ、インフレや賃上げの応じた一定の引上げ
は、働き手の暮らしの水準維持に欠かせない。

◆他方、経営体力と乖離した賃金を強いれば、思う
ように人材の採用や雇用の維持がままならず、地
域経済が停滞する可能性が高い。過度な政府主
導の最低賃金引き上げが行われれば、全国の中
小企業による自主的な生産性の向上の意欲を削
ぐ側面もある。

◆2025年度の最低賃金の目安が、過去最高の6
3円引き上げで決着したことで、中小企業の経
営には重荷となり、生産性の底上げが不可欠
となる。加えて、パート主婦らの年収が上がり、
社会保険料がかかり始める「106万円の壁」に
達する人も増加する。最低賃金の近くで働くパ
ートやアルバイトは多く、最低賃金の引き上げ
で、社会保険がかかり始める年収106万への到
達が前倒しになる人は少なくない。

◆社会保険料の支払いを嫌って働き控えをして
いる人は一定数おり、最低賃金の上昇が人手
不足に拍車をかけることにもなりかねない。

◆一方、中小企業の経営サイドから見ると、生産
性を向上させるためには、設備投資など人件
費以外のコストの削減や、残業時間・シフトの
削減などが取り組みべき課題だ。

◆最低賃金の時間単価の上昇を残業時間やシ
フトの削減などでカバーしようとすると、労働者
自身が受け取る給与総額自体が変わらない
か、下手をすると減ってしまうことにもなりかね
ない。とすると、最低賃金の引上げは、必ずし
も歓迎すべきことではないかもしれない。物価
上昇にも負けず働く人の生活を豊かにする工
夫こそが中小企業に求められているのだろう。

  情報源：日本経済新聞 202５/０8/05
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Chapter ３ DX時代の開発手法

7．データを正しく取得するための設計

  ユーザーの課題を解決するシステムの仕

様書が完成しましたので、ここからは、この開

発でデータまわりをどのように設計していけ

ば、この先DXでデータ活用ができるかのポ

イントを見ていきます。

１）データを野放しにしない

ﾃﾞｼﾞﾀﾗｲｾﾞｰｼｮﾝの目的は、ブラックボッ

クス化していたレガシーシステムを新しい業

務システムに更新してデータを集約すること

です。この時注意しなければならないこと

は、個々人の業務PC に保存されている
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データがあるということです。例えば、

マーケッターがデータを分析するにあた

り、Excelを使っていたとしたら、そのデー

タはマーケッターの個人の業務PCにし

か存在していないということになります。

そうした場合は、そのExcelからCSVなど

の汎用な形式にデータをエクスポートし

て、導入したSaaSなどにインポートする

作業が必要となります。個人の業務PC

はブラックボックスになりがちです、野放

しにせず、デジタライゼーションの機会

にすべてのデータをクラウドの移行する

ようにしましょう。

ら、データの利用価値について判断でき

るからです。

前に述べたように稼働中の業務システ

ム内のデータは、直ぐに抽出して分析に

使えるようにはなっていません。稼働して

いない夜間にデータを取得する方法も

ありますが、タイムラグの生じたデータと

なりリアルタイムな活用とはなりません。

そこで、データを1か所に溜めた後、

ExcelやAccess、BIツール＊などでつな

ぎ、直ぐにデータを見られる環境が重要

になってきます。このような環境を設計

できれば、データをリアイルタイムで確

認してビジネスの利用価値を検証でき

るでしょう。業務システムとデータはセッ

トで利用することを設計してみてくださ

い。

２）データの流れをつくる

ﾃﾞｼﾞﾀﾗｲｾﾞｰｼｮﾝを行う上で意識すべ

きは、データの流れです。業務システムを

開発すると、ユーザーインターフェース

（UI)ばかりに気を取られがちで、データを

どこに集めるかを重視しないことがありま

す。

業務システム内に集められたデータは、

分析作業などを行う想定になっていない

ため、そのままでは扱いが難しいことが多

いものです。分析などに活用する場合は、

業務システムの中のデータを、別のデー

タベースに移動する必要があります。この

作業には、データの出し入れがし易いイン

フラが必要です。

活用方法が固まっていないデータを形

の整ったデータベースに入れても、また作

り直すことになりかねません。そのため、一

度データを溜めて、活用したいときに、加

工するやり方の方がDXには適していま

す。

３）データを取り出し易くする

  データの流れと合わせて、業務システ

ムからデータを取り出し易い設計も必要

です。なぜかと言うと、このように設計し

ておくことで、取得したデータが利用可

能なのか、業務システムを運用しなが

＊BIツール「 Bus iness Inte l l igence  

Too l （ビジネスインテリジェンスツール）」

とは、企業内に蓄積 された膨 大なデータ

を収集・分析し、可視化することで、経営

者や担当者が迅速か つ適切な意思決 定

を行うのを支 援するソフトウェア。データ

の収集・連携、分析・集計、そして視覚的

な表示を行う仕組み を持ち、 レポーティ ン

グ、データマイニング、 ダッシュボード作

成などの機能を提供 します。


